
●●第31回日本証券アナリスト大会●●

©日本証券アナリスト協会　2017� 45

１．自社紹介とAI・IoTへの考え方

中空　本日は、今後AI・IoTによってどのような
時代になっていくのかを思い描けるような議論に

したいと思っている。私もクレジットアナリスト

として、AI・IoTを日々学んできたが、それでも

何か遠い世界のような気がしている。皆さんも同

じ思いがあるかもしれない。しかしながら、本日

のディスカッションを聞くことで、そのような遠

い話ではなく、すぐ目の前のことだと分かるはず

だ。しかも、10年後には更に進化しているはずで、

10年後や20年後がどうなっているかといった将

来像についても語られることを期待している。個

性的なパネリストが出席されているので、得られ

るものも大きいと思う。AI・IoTには良い面ばか

りではなく、労働力が必要でなくなるという懸念
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